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社会福祉法人 健美会 

地域密着型特別養護老人ホーム ふる里えにわ 

 

 

 

 



■運営理念 

 

ふれあい、まごころ、笑顔あふれる暮らしを目指します。 

・ 住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくりを目指します。 

・ 地域と共に築くふる里づくりを目指します。 

 

■健美会をとりまく情勢と課題 

  

令和 2年 1月に全国的に猛威をふるっている新型コロナウィルス感染症への問題は全国的な問題

となり、現時点においても継続的に対策に時間と労力を割かなければならない状況。 

お陰様で、職員の感染症への対策の徹底と研修を実施し入居利用者、職員からの感染者報告はな

く日々の努力が結果として表れた 1年と言える。 

しかしながら、面会制限から面会禁止と入居者ならびに入居者ご家族の皆様にとっては不自由な

生活を強いられており、少しでも早く収束に向かっていってもらいたいもの。 

高齢者が生活する介護施設では、日頃から十分に感染予防への対策をしておく必要があり、新型

コロナウィル感染症の他、インフルエンザやノロウイルスへの感染に対しても注意を払わなくては

なりませんが、感染対策を強化したおかげからか入居利用者の方々の風邪症状が以前と比較して減

少した事は実感として「感染対策の重要性」を認識させられたともいえる。 

介護マンパワー不足は全国的にも最重要課題であり、新型コロナウィルス感染症へ罹患にいたら

なくとも濃厚接触者として指定された場合、現状の介護従事者だけでは全ての業務をこなす事など

到底難しい状況となる事が懸念されており、これらの打開策は現実的に乏しく、いかに感染しない

か、「濃厚接触者」とならないための家庭内での感染対策の徹底にかかっている。自宅内及び職員家

族においても施設にとどまらず自宅内においても感染防止策の徹底を図ることが現状唯一の方策

となっている。 

昨年度においては、全職員の経費削減意識をもって事業を行ってきたが、短期入所利用者の稼働

率が「利用控え」や介護現場負担を考慮した「利用制限」により大幅に縮小してしまった事で、収

入に大幅な影響を与えてしまった。 

経営の安定化は、社会福祉法人としての「公益性」を発揮し、使命を果たすためにも重要である

が、コロナ禍における従事者の負担軽減対策に力を入れ少しでも疲弊感を無くす取り組みも重要で

あると考える。 

 

（１）マンパワー問題への対策 

全国的にハローワーク経由による求職者の獲得が進まない中、紹介会社及び派遣会社の活用を必

要最低限にしつつも、独自での広報活動を充実させ魅力ある職場、やりがいのある職場である事を

広報していけるよう職員への福利厚生や働き甲斐のある職場環境を構築していく事により「離職防

止」にも力を注がなくてはならない。また、人材紹介会社や派遣会社に頼らずに採用にむずびつく

努力が求められる。 

 

（2）サービスの質と収益率の向上 

職員にとって「自ら考え、アイデアを出し、自ら実行し責任をもって取り組めるサービス」へ向

け取り組む必要がある。トップダウンでの指示伝達ではなく、介護現場主体でサービス提供できう

る体制と環境をつくりサービスの質の向上を目指していきたい。 



■基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

１）経営の安定化 

 

福祉事業をとりまく情勢は日々変化しており、厳しい経営状況が続いており、顧客満足度のアッ

プを図ることが施設運営の基本であることを認識し、今後とも、経費の節減を図るなかで、職員の

待遇改善、優秀な人材の確保、人材育成に努めるとともに、利用者ニーズに適切に対応し地域の福

祉向上に努めたい。 

新型コロナウィルス感染症の影響を受けた事は間違いないが、これまでの施設職員の地道なサー

ビス運営が評価され、他事業所との差別化、リピート利用の固定化、長期利用者が増えるなどで現

状レベルに抑えた事は評価できると考える。  

 

入  所：平均要介護度 3.74、稼働率 98％ 

短期入所：平均要介護度 2.3、稼働率 53％ 

 

 

年間部屋稼働率 平成 25 

年度 

平成 26 

年度 

平成 27 

年度 

平成 28 

年度 

平成 29 

年度 

平成 30 

年度 

令和 1 

年度 

令和 2

年度 

こぶし 95 92 94 95 97 98 100 98 

さくら 100 100 99 98 97 97 97 99 

いちょう 38 32 61 59 54 67 80 53 

 

 

２）人材の安定化 

 

働きやすい職場環境づくり推進や労働条件の見直しなどを通じ、離職の無い安定した職場環境づ

くりが求められる。現状、各現場において職員の力量差がみられるためそれらの差を埋めるべく特

定職員への負担が偏らない取り組みも求められる。職場内ルールの制定の他、ルールが適正に順守

されているかをチェックするなどといった PDCA サイクルの考え方を浸透させていく。これらの

取り組みと、職員自らが主体的に業務を取り組む体制作りが自ずと人材が定着し安定したサービス

の提供につながると考える。来期は中核となるべき職員の育成が重要。 

 

 

 

 

 

１）経営の安定化 

２）人材の安定化 

２）業務の効率化 



３）業務の効率化 

 

直接介護業務と間接介護業務の仕分けを行い、間接介護業務については介護職以外の職員（ケア

サポーター）が担い、介護職員は専門性の高い介護支援に特化した分業体制の継続を行う。 

マンパワーを充実させた中で各階リーダー職が管理職として機能できる環境を維持していくこ

とが重要となる。 

また、「あたらしい認知症ケア」の実施がおこなえるよう、研修機会をつくり、サービスの質の向

上と本来あるべき姿である、利用者の視点にたったサービスへの取り組みを目指さなくてはならな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ■資金収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ■組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長 

評議員会 理事長 

相談課：課長 

生活相談員（介護支援専門員） 

理事会 

事務・栄養

士 

介護課：課長 

監事 

１階こぶし 

１階リーダー 

１階サブリーダー 

2階さくら 

介護職員（常勤） 

看護課：課

長 

評議員選任解任委員会 

介護職員（非常勤） 

■職員会議 

◎全職員 

■幹部会議・給食会議（リーダー会議） 

◎施設長・生活相談員・栄養士・介護課課長・各階リーダー・看護課長 

■虐待防止身体拘束廃止委員会 

◎施設長・各階虐待防止委員 

■事故防止・感染防止委員会 

◎施設長・相談員・栄養士・看護職員・各階委員 

2階いちょう 

２階サブリーダー 

看護職員 

１階サブリーダー ２階サブリーダー 機能訓練員 

2階リーダー(課長兼務) 

清掃 

施設管理員 

事務課 

生活相談員（介護支援専門員） 

■ＣＳＴ（コンチネンスサポートチーム）排泄ケア推進委員会 

◎施設長・相談員・看護職員・各階委員 


